

































































































































































































































































































































































































































































































































 （創世記15章 9 −18節）
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　10．ヤコブ
　ヤコブもまた祖父アブラハムと同じように，自分の「故郷」と「家」から
離脱し，「旅」をした人間である。しかしながら，それはアブラハムのように
一族の存亡をかけた旅ではなかった。双子の兄エサウの相続権をだましとっ
たヤコブは，自分を恨んで殺そうとしている兄から逃れるために，遠くハラ
ンの伯父のもとへと旅せざるをえなかったのである。まさにだらしない逃亡
の旅にほかならなかった。もっとも古いヤハウェ資料の部分のみを引用する
と次のようになる。有名な「ヤコブのはしご」は後世のエロヒム資料の中に
含まれている。
　　　ヤコブはベエル・シェバを立ってハランへ向かった。……見よ，主が
傍らに立って言われた。「わたしは，あなたの父祖アブラハムの神，イ
サクの神，主である。あなたが今横たわっているこの土地を，あなた
とあなたの子孫に与える。……（ヤコブは）その場所をベテル（神の家）
と名付けた。」（創世記28章10，13，19節）
　ベエル・シェバからベテルまで，急いで歩いても 3～ 4日はかかるだろう
か。たとえ母親の言いなりになっていたとしても，兄をだましてしまったと
いう罪意識と，兄が自分を追ってくるかもしれないという恐怖心をどうして
もぬぐいきれなかったにちがいない。生まれてはじめて独りで野宿をし，自
問自答をくりかえし一睡もできない夜もあったことだろう。ヤコブの「自由」
は逃亡と不安の自由であった。しかしながら，逃亡するそのヤコブに偉大な
る祖父アブラハムと同じ約束が，アブラハムと同じように神から突然与えら
れる。「土地」と「子孫」の約束である。ヤコブはそこを「神の家」と名づけ
る。神はどん底のヤコブと大いなる契約を交わしたのである。
　そして，20年余りの時が流れる。多くの子供と財産を与えられたヤコブは，
アブラハムが出発したハランから故郷カナンへと帰る決意をする。明日はい
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よいよ兄エサウとの再会をはたすという前夜，ヤコブはヤボク川の渡し場ペ
ヌエルに独りで泊まり，次のような「夢」を見る。
　　　ヤコブは独り後に残った。そのとき，何者かが夜明けまでヤコブと格
闘した。ところが，その人はヤコブに勝てないとみて，ヤコブの腿の
関節を打ったので，格闘をしているうちに腿の関節がはずれた。「もう
去らせてくれ。夜が明けてしまうから」とその人は言ったが，ヤコブ
は答えた。「いいえ，祝福してくださるまでは離しません。」「お前の名
はなんというのか」とその人が尋ね，「ヤコブです」と答えると，その
人は言った。「お前の名はもうヤコブではなく，これからはイスラエル
と呼ばれる。お前は神と人と闘って勝ったからだ。」
 （創世記32章25−29節）
　関根正雄が指摘するように，この物語は元来ペヌエルという地に伝わる古
い聖所創設伝承であり，それが二次的にヤコブと結びつけられたのであろう。
したがって，このテキストの「神」はもともと「川の精」ともいうべきものであっ
たと思われる（『旧約聖書　創世記』岩波文庫，1956年，193頁）。神と人間と
の闘いは，世界各地に分布している古代の相撲やレスリングやボクシングな
どの宗教儀礼とも関連しているのかもしれない。
　兄エサウとの再会を直前にして見たこの夢は，殺されるかもしれないとい
う恐怖に怯えていたヤコブの深層心理をありのままに反映しているのであろ
う。神との闘いはまさに兄エサウの幻影との闘いでもあったのだ。ヤコブは
どこまでもしつこく「祝福」を求めつづける。そして，ここでもまた「神」
はそのような自己中心的なヤコブを決して見捨てることはない。それどころ
か驚くべきことに，「イスラエル」という途方もなく輝かしい名前をヤコブに
与えるのである。そして，このヤコブから生まれた十二人の子供たちに由来
する部族連合が形成され，やがて古代イスラエル王国にいたるのである。
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　11．モーセ
　旧約聖書の「自由」がはじめて歴史的・具体的な形であらわれるのは，モー
セが登場してからである。それはエジプト王ラメセス 2世（前1292−1225年）
の時代であり，紀元前13世紀の中頃あたりに位置づけられるであろう。
　　　エジプト人はそこで，イスラエルの人々の上に強制労働の監督を置き，
重労働を課して虐待した。イスラエルの人々はファラオの物資貯蔵の
町，ピトムとラメセスを建設した。しかし，虐待されればされるほど
彼らは増え広がったので，エジプト人はますますイスラエルの人々を
嫌悪し，イスラエルの人々を酷使し，粘土こね，れんが焼き，あらゆ
る農作業などの重労働によって彼らの生活を脅かした。彼らが従事し
た労働はいずれも過酷を極めた。（出エジプト記 1章11−14節）
　モーセの誕生と成長についてはっきりしたことはわからないが，物語とし
ては「王女の子」として宮廷で育てられている（出エジプト記 1章 1−10節）。
モーセの最初の歴史的な報告は，次のような衝撃的な出来事である。
　　　モーセが成人したころのこと，彼は同胞のところへ出て行き，彼らが
重労働に服しているのを見た。そして一人のエジプト人が，同胞であ
るヘブライ人の一人を打っているのを見た。モーセは辺りを見回し，
だれもいないのを確かめると，そのエジプト人を打ち殺して死体を砂
に埋めた。……ファラオはこの事を聞き，モーセを殺そうと尋ね求め
たが，モーセはファラオの手を逃れてミディアン地方にたどりつき，
とある井戸の傍らに腰を下ろした。（出エジプト記 2章11−15節）
　「ヘブライ」については，すでにアブラハムの項目で言及した。すなわち，「前
2千年紀の古代オリエントおよびエジプトに現れるある社会階層」を指し，「移
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住者，寄留者，社会的保護を必要とする者たち」のこと，すなわちかなり強
い社会的差別の対象とされていた人々のことである。「前 2千年紀」とあるか
らには，モーセもアブラハムも同じような状況に生きていたのであろう。ち
なみに，「男児殺害の命令」（出エジプト記 1章15−21節）の段落に含まれて
いる「ヘブライ人の女」（16節，19節）には，明瞭な差別意識がこめられてい
る。やがてモーセはミディアンの地で結婚し，子供を持ち，異国の寄留者と
して暮らしていたという（ 2章21−23節）。「ミディアン地方」は「パレスチ
ナ南部地域」あるいは「アカバ湾の東側」と推定されている（『旧約新約聖書
大辞典』1149頁）。
　出エジプト記 3章 1−10節を要約してみよう。モーセが羊の群れを荒れ野の
奥へ追って行くと，「柴の間に燃え上がっている炎の中に主の御使いが現れた。
彼が見ると，見よ，柴は火に燃えているのに，柴は燃え尽きない」（ 2節）。燃
える柴の「炎」とは，情熱的なモーセの燃え上がる使命感を表象しているので
あろうか。やがて，モーセは柴の炎の間から語りかける「神」の声を聞く。す
なわち，「わたしはあなたの父の神である。アブラハムの神，イサクの神，ヤ
コブの神である」（ 6節）。モーセは自らに顕現した神を父祖たちの神と同一視
したのである。そして，エジプトで苦しみ叫んでいる同胞を救い出し，「乳と
蜜の流れる土地」（カナン）へと導き上ることこそがモーセの使命となり，イ
スラエル全体の共通目標となったのである（ 7−10節）。この「アブラハムの神，
イサクの神，ヤコブの神」という表現は，15節と16節でもくりかえされている。
　モーセのまさに奇跡的なエジプト脱出・解放物語の説明はすべて省略せざ
るをえない。もちろん，その物語のすべてが歴史的出来事であったわけでは
ないし，逆にすべてが作り上げられた虚構でもない。「出エジプト」の感動的
な物語は，数百年以上かけて徐々に仕上げられていった文学作品なのだ。だが，
たとえそれがどれほど小さな集団であったとしても，モーセに導かれ，エジ
プトの奴隷状態から解放された人々がいたことだけは，事実として記憶され
るべきであろう。それは現在にいたるまで「自由」を求める人々の大いなる「希
望」となりうるからである。
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　エーリッヒ・フロムは，敬虔なユダヤ教徒の家に生まれ，ユダヤ教から大
いに学び，やがてユダヤ教から離れて，「徹底したヒューマニズム」を自称し，
一貫して人間の「自由」を主張しつづけた。そのフロムの言葉をわれわれの
心の奥底にきざみこもうではないか。
　　　エジプトにおける奴隷状態からの解放の物語や，偉大なる人道主義の
預言者たちの弁舌が，つねに権力による苦しみを経験し，自らは決し
て権力を行使しなかった人々の心に反響を呼び起したことは，当然で
はなかったか。一つになった平和な全人類，貧しきもの，弱きものへ
の正義といった預言者のまぼろしが，ユダヤ人の間に豊かにみのり，
決して忘れ去られなかったのは，驚きであろうか。ユダヤ人社会の閉
鎖的な壁が崩れたとき，とりわけ多くのユダヤ人が，国際主義と平和
と正義の理想を唱える人々の群に身を投じたということは，不思議で
あろうか。この世的な見方からすればユダヤ人の悲劇とも思われるこ
と，つまりその国土と国家を失ったということも，ヒューマニズムの
視点からすれば，彼らの最大の祝福であった。悩めるもの辱められる
ものと共にあって，彼らはヒューマニズムの伝統を維持し発展させる
ことができたのである。（21−22頁）
【付記】
　旧約聖書には紀元前15世紀頃から千数百年間にわたる歴史と人間の壮大な
物語（ドラマ・ロマン・夢）が描かれており，それを母体としてユダヤ教，
キリスト教，イスラム教が生みだされた。近代ヨーロッパの根底にはそれら
の伝統が濃厚に浸透している。近代とはその伝統から「自由」になろうとし
た時代であり，自らが置かれていた思想や組織と批判的（学問的）に対峙せ
ざるをえなかった時代であったのだろう。
　敬虔なユダヤ教徒の家庭に生まれ，やがてユダヤ教から離れながらも，ユ
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ダヤ教から大いに学びつづけたエーリッヒ・フロムは，「自由」という独自の
視点から旧約聖書を読みなおそうと試みた。それは“hicetnunc”（ここ・今）
を生き抜こうと努力する人間に，きわめて新鮮で希望に満ちた指針となるに
ちがいない。「ユダヤ主義」でもなく，「反ユダヤ主義」でもない，新しい可
能性が開かれてくるにちがいない。
　われわれの「自由と愛の精神」を明確化するには，遥かな旅路をたどらな
ければならないのであろう。
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